
渓谷で！施工の進捗管理

初めての

ＩＣＴ活用工事

今回は、埼玉県から東京都を通り東京湾
に注ぐ一級河川・荒川の最上流部、埼玉
県秩父市に位置する二瀬（ふたせ）ダム
が現場だ。
雨で流域に堆積して溜まっ
た土砂を、掘削して搬出する工事だそう
だ。施工するのは埼玉県秩父市内に拠点
を置く（株）サンセイ様。
現場代理人
の引間弘さんに導入の経緯を聞いた。
「昨年も同じ内容の工事を施工していま
す。今年はＩＣＴ活用工事での受注とな
り、初めての事ばかりで戸惑いを感じて
いましたが、起工測量からＩＣＴ建機の
手配、そして出来形測量まで一貫して対
応してるスマートコンストラクションを
導入しました。」と教えてくれた。ま
た、「現場が渓谷の中なので通信環境も
心配でした。事前に通信状況を確認した
ことでＩＣＴ建機が稼働できる環境だと
分かり、安心してＩＣＴ活用工事に踏み
切れました。」とも話した。
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ステレオカメラで

進捗管理

「実は若手オペレータを乗せたんだ。」
と現場代理人の引間副係長は話す。「Ｉ
ＣＴ油圧ショベルPC200iの導入に伴
い、普段はダンプを運転している若手に
PC200iの操作を任せて、整形作業をし
ました。セミオートでの施工を始め、モ
ニターやステレオカメラの操作も飲み込
みが早く、仕上げ作業もＩＣＴ建機のサ
ポートで申し分ありませんでした。出来
形測量も合格の数値が出ましたので安心
しました。」と笑顔で教えてれた。ま
た、「従来の施工だと、部分ごとに測量
し、掘削土量を算出、確認しながらの作
業を進めていました。今年は好天に恵ま
れたこともあり、PC200iの稼働データ
やステレオカメラを利用して、現場全体
の進捗をKomConnectで管理すること
が出来ました。次回も導入して更なる生
産性向上に取り組んでいきたい。」とも
引間副係長は話した。
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